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1 iStorage NS の初期設定を行う 


iStorage NS はヘッドレスシステムであり、ディスプレイ、マウス、キーボードなしで操作可能です。 
iStorage NS の設定•管理は同ーネットワーク上にある管理 PC で、リモートデスクトップを起動して行な 
います。そのため、 iStorage NS の管理用に iStorage NS とは別に Windows マシンが必要となりまず。 

iStorage NS 本体に、ディスプレイ、マウス、キーボードを接続して保守を行なうことも可能です。 

本章では、 iStorage NS のお客様の環境への導入時と、導入後の運用時に管理者が行なう事項について、 
全体の流れを概観します。本章で全体の流れを把握し、ユーザーズボィド、および本ボイドのを章で詳細 
を参照しながら導入-運用を行なつてください。 
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1.1 iStorage NS 導入準備 

1.1.1 LAN 運用環境 

LAN の運用についてな下の情報をネットワーク管 a 者とご相談の上化をしてください。 

-ネットワークへの接続形態（ワークグループとして接続するか、既存のドメインに参加するか） 

- IP アドレスの設定方式 （ DHCP サーバーを使用するかどうか） 

• コンピュータぶ 
. ワークグループを 
• 管理者•のパスワード 

- IP アドレスとマスク値 （ IP アドレスを直接指定する場合） 

-デフォルトゲートウェイ （ IP アドレスを直接指定する場合） 

- DNS サーバーの IP アドレス （ DNS サーバーを直接指定する場合） 

1.1.2 ネットワーク構成 

權数の LAN アダプタでグループを作ることで、ネットワークの負荷分散および冗長化を行うことがで 
きます。が下の負荷分散•冗長化機能のほかに、装置搭載の LAN アダプタにより異なる処理を行う樵能も 
あります。詳細は装置添付のユーザーズボイドを参照してください。 


Adapter Fault Tolerance (AFT) 

權数のアダプタでダループを作り、使用されているアダプタに障害が発生した場合に自動的にグループ 
内の他のアダプタに処理を移行させます。 

Adaptive Load Balancing (ALB) 

複数のアダプタでダループを作り、コンピュータからの送信パケットをダループすベてのアダプタから行 
なうことにより、スループットを向上させます。受信処理は1枚のアダプタのみで行なわれますが、この 
アダプタに障害が発生した場合は自動的にダループ内の他のアダプタに受信処理を移行させます。 


2 





iStorage NS の初期設定を行う 


1.2 初期設定 

iStorage NS の七ットアップでは専用の初期設定ツールを使用して、 IP アドレス、サブネットマスク、 
コンピュータ名を設定します。初期設定ツーノレ f ま EXPRESS 目 UILDER / EXPRESS 目 UILDER ( SE ) 内(こあり 
ます。管理 PC として使用するマシン （ Windows 2000 + IE 6 /XP / 2003 / Vista / 200 8) の CD - ROM ドライ 

ブにセットしてご使用ください。なお 、 iStorage NS を複数導入する攝合でも、初期設定は1台ずつ行なつ 
てください。 

初期設定ツールの使用方法については、装置添付のスタートアップガイドを参照してください。 


3 




iStorage NS の初期設定を行う 


.3 導入の流れ 

iStorage NS を導入する際は、な下の流れに従います。 



ユーザ/グループ管理^ 1.5 参照 

• ローカルユーザ/ローカルグループの 作成 







使用 

未お 

ディスクの管理一 1.6 章参照 
• パーティションの 作成 
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シャドウコピーー 4.1 章参照 

• 有劾にするボリュームの決定 

. シャ ドウコピーを保存する領域の決定 
-スケジュール設定 


共有領域の作成 


. Windows クライアントからアクセスする 

2.1 章参照 

. UNIX クライアントからアク七スする 

^2.2 章参照 

- Macintosh クライアントからアクセスする 

^2.3 章参照 

- FTP / HTTP クライアントからアクセスする 

一 2.4 章参照 
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iStorage NS の初期設定を行う 



管理ソフトウェアの設定 一 4.3 章参照 

• ESMPRO/ServerManager インストール 

-設定 




導入 フロー 医 
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1.4 ユーザ インターフ 卫 イス 

Windows Storage Server 2003 R 2 では、固有のユーザインターフェイス （Windows Storage Server 
Management ) を用意しています。 

1.4.1 ユーザ インターフェイスの起動 

Windows Storage Server Management は、管理 PC からリモートデスクトップ経由で iStorage NS にログ 

オンすると自動起動します。また、ディスプレイ、キーボード、マウスを接続して直接ログオンしても同 
じです。自動起動しなかった場合や画面を閉じた後に再度起動させる場合は、デスクトップ上の管理者メ 
ニューを使用してください。 
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L ファイノレサーバーリ_ソースマネージャ 


クォータの管 ； S 

指定したディレクトリごとにクォータ制限を設定します 

ファイルスクリーンの管理 

指定したディレクトリに保存するファイルの種類を制限します 

記憶域レポートの管理 

指定したデイレクトリのファイル構成のレポートを HTML 、 TXT など 

の形式で出力します。また、レポートはメールで送信することもでき 

ます。 


2. DFS の管巧 


名前空間 

DFS ルートの管理 

レプリケーシヨン 

バックアップ目的のファイル複製.管® 


3. 共有フォルダの管巧 


共有 

Windows 共有と AppleTalk 共有の設定を行ないます 

セッション 

iStorage NS に アクセスしている コンピュータ、ユーザー 名を表示し 

ます 

開いているファイル 

ローカルディスク上の開かれたファイルを表示します 


4. ディスクおよびボリュームの 管巧 


ディスクデフラダツール 

断斤化したファイルを最適化します 

ディスクの管巧 

パーティションの作成/削除、フォーマットを行ないます。 

SAN 用記憶域マネージャ（注） 

本機能は iStorage NS シリーズではご使用になれません。 

iStorage S シリーズの管理には 「WebSAM iStorageManager 」 をご 

使用ください。 


(注）ご利用のモデルによっては表示されません 


5. サービスとアプリケーション 


インデックスサービス 

コンテンツやプロパティのインデックス作成および検索を行ないま 


す 


6. NFS 用 Microsoft サービス 

Linux や Unix クライアントから iStorage NS にアクセスできます 


7. 印刷の管理 

SMB 、 NFS 、 AppleTalk 経由で印!刷を実行できます。 
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1.5 ユーザ/グループ管理 

iStorage NS を ワークグループで ごイ吏用の場合、 な 下の手順で 口ーカルユーザとグループを 設をしてくださ 
い。 iStorage NS をドメインに 参加 させ、メンバ サーバと して巧用する場合は、 ローカルユーザ や グループ 
を設をする必要はありません。 

1.5.1 ローカルユーザの作成 


1. 管 aPC よりリモートデスクトップを起動し 、 iStorage NS に接続します。 

2. 管巧を権限のアカウントを巧用してログオンします。 

3. [スタート]^ [管； g ツール]一[コンピュータの 管理]をクリックします。 

4. [口ーカルユー ザーと グルー プ]を展開します。 

5. [ユーザー] を右クリックし、[巧しい ユーザー] をクリックします。 


石 

Computer Management 

し inixi 

当 ファイルの撕ががま示がウィシ阳地）ヘルプが I 

」百 I x| 

扣 r ; 

医] 障 回陵 

度> 团 


夕の昔巧（□一カル） 

白 裝 システムツール 
田 玉 山イベントピューア 
田。#ちフォルタ 
白□—カルユーザーとクルづ 
づ ms 
_i クル-； 

バフオーマ三 


宅)お 


フルネーム 


ASP.NET Machine Account 


巧しい ユーザー (が. 


田 

デ"イスマ 
自をお’倍巧 
田ぶ化ーバカ 
が ディスウす. 
碧ディスクの！ 
を: お トピスとアプリて 


ま示が） 

ここから巧しいウィンドウ地) 


^Administrator 

ぷ ASPNET 
虫 Guest 

jp IDS R_N EC- DW79XAT... Internet Guest Account 

卜 DW79XA... Launch IIS Process Acco... 
388945 aO CN=Microsoft Corpora*io... 


説明 


最新の’情排じ更巧(む 
一民のエクスポートむ.. 


ヘルプお) 


~ソ3ノ 


Built-in accoi 
Account usee 
Built-in accoi 
Built-in accoi 
Built-in accoi 
This is a veni 


jJ 


巧しい□一カルユーザーアカウントを巧巧します。 
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6. 下の画面で、ユーザを、パスワード等を環境に応じて設定し、[作则ボタンをクリックします。 



7. 作成が終了したら[閉じる]ボタンをクリックします。 

その後、作成したユーザのプロパティを開き、所属するグループ等必要に応じて設定してください。 

1.5.2 ローカルグループの作成 

1. 管 aPC でリモートデスクトップを起動し、旧 torageNS に接続します。 

2. 管巧を権限のあるユーザーでログオンします。 

3. [スタート]^ [管 巧 ツール]^ [コンピュータの管 巧]をクリックします。 

4. [ローカルユーザーとグルー：/] を展開します。 
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5. [ダループ] を右クリックして[新しい ダルース をクリックしまず。 


Comouter Management 


□nix 


3 ファイルの巧か ( が表示が）ウィンドウ地）ヘルプ(ぶ 


」を! xj 


み- ► を I 画 回障度函 


S ] ンピュ - 夕の昔巧（ □- カル） 

白 I i 広システムツール 
因'主山イベントピューア 
S . J 兴をフォルタ 
白 ® 口 - カルュ — ザ-とジルづ 
□ ユ — ザ — 


るお 


を . 涵バフォ - マ ! 
当 デバイスて 
回 S お’店巧 

田 ‘ ぶリムーバブ ■ 
をディスクテ 
襄ディスクが . 
ももサーむとアプ 1 


巧しい クルー プ的 )... 


窗 Admin にれが 0 に 

巧 Backup Operators 
@ Distributed COM Users 
密 Guests 

巧 Network Configuration ... 

に e Log Users 


表示が 

ここから巧しいウィンドウ峨 


最巧の情卽 [ こ更新を） 
一度のエクスポート (U.. 


ヘルプお） 


ice Monitor U... 

ers 

ators 

esktop Users 


ministrators 


巧 DHCP Users 
湛 He IpServ icesGroup 
® ns WPG 


Administrators have complete and ... 
Backup Operators can override sec... 
Members are allowed to launch, act... 
Guests have the same access as ... 
Members in this group can have so... 
Members of this group have remote... 
Members of this group have remote... 
Power Users possess most ad mini... 
Members can administer domain pr し 
Members in this group are granted ... 
Supports file replication in a domain 
Users are prevented from maKing a... 
Members who have administrative ... 
Members who have view-only acce... 
Group for the Help and Support Ce... 
肪 Worker Process Group 


巧しい □ 一カルヴループを巧ぶします。 


1 


1 


6. な下の画面でグループを、説明（任蔚を入力します。このグループに追加するユーザを指をするた 
め、[追加]ボタンをクリックします。 


巧しい クルー ブ 


クループをを)： |soumu-g 

i が月也)： I 紀おが！ 

所属するタンバ ( M ): 


剧嫌— 


肖り除彼 


けがに） ] 閲じるり）」 
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7. [ユーザーの 選択]画面で、追加するユーザを指定し、 [0 K ] ボタンをクリックしまず。 



8. [所属するメンバ]に指定したユーザが表示されていることを確認して[作调ボタンをクリックしま 
す。 



9. グループの作成が完了したら[閉じる]ボタンをクリックして終了します。 

その後、作成したダループのプロパティを開き、必要に応じて設定してください。 
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1.6 ディスクの管理 

ディスクの管理では、パーティションとボリュームの作成、それらのフォーマット、ドライブ文字の割 
り当てなど、ディスクに関連した基本的なタスクを実行できるだけでなく、フォールトトレラントなボリ 
ュームの作成と修復など、高度な作業も実行できます。ここでは、ボリュームの作成ちをを説明しますが、 
その他の機能の操作ちをはオンラインヘルプをご参照ください。 



iStorage NS シリーズでは 「 SAN 用記憶巧マネージャ」はご使用になれません。 

iStorage S シリーズの管巧には 「WebSAM iStoraaeManagerj をご利用ください。 




1.6.1 ボリュームの作成 

1. [Windows Storage Server Management ] 画面で [ディスク および ボリュームの 管理] 一[ディスクの 
管理]をク y ックしまず。 

2. [未割り当て]の領域を右クリックして、[新しい パーティション] をクリックします。 
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3. 梓 f しいパーティションウイザード]画面が表示されますので、 [次へ] ボタンをクリックします。 



4. パーティションの種類を選択して [次へ] ボタンをクリックします。 


新しいバーテイシヨンウイサード 


バーテイシ3ンの巧覆を S 巧 

パ-ティションには'次の3巧巧びありまずプライ7り、槪長、論ま。 


巧巧するバーティションを遥んでください： 

な 盤鞋監 ® 

广 槪長パ-ティション (巨） 

广 論理ドライプも） 

r im - 

プライマリバ-ティショ：/はペ-シックディスク上のをきI目域をほ用して化なしたボリュームです。 
Windows と另I]のオペレーティンヴシステムはプライマリバーティションから起姑できます。 GPT ぺ 
ーシックディスク上には最高128までのプライマリバーティションを巧巧できます。マスタブートレ 
コード (MBR) ペーシックディスク上には最高4つまでのプライマリバーティションか、または3つ 
のプライマリバーテイシヨンと1つのが;ミ長バーテイシヨンを巧巧できます。 



〈戻る放へ<が> j _キャンたル」 
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5. パーティションサイズを指をして[次へ]ボタンをクリックします。 



6. 必要に応じてドライブ文字を指定し、[次へ]ボタンをクリックします。 


巧しいバーティシヨンウィサード 


ドライブ义ぞまたは/<スのま!口当て 

アウ亡スをな単じするためじ、ドライブ文宇またはドライプバスをバーテイシヨンに害の当てることびできま 


xj 



飘 P 暢 巧ち;罕 ilP 当てを獨 

广ホのミの NTFS フォルグじマウントする ( M ): 

I 

r ドライブ文すまたはドライブバスを害の当てない也） 


[E 3 

を昭吸 ...I 


<戻る(か_ [ ;文/\(が> j _キャンセル」 
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7. フォーマットの 有無を設をして [次へ] ボタンを クリック します。今回作成する パーティションにシャ 
ドウ コピーを 設をし、デフラグも実行する可能性がある場合は、 [アロケーションユニットサイズ] を 
[16 KB ] な上に変更します。 



8. 設をに間違いがなければ、 院了 ] ボタンをクリックします。 
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9. 作成したボリュームの状態が[正常]になれば作業は完了です。エクスプローラ等でボリュームが表示 
されることを確認します。もしボリュームが表示されない場合は、システムを再起動してください。 
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